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第 1問 
 公債（国債・地方債）の発行に関する以下の設問に答えなさい。 
① 同一世代内で公債の発行と償還が完結する場合に公債の発行が人々の行動を変化させな

い（中立命題が成立する）ことを簡潔に説明しなさい。（5 点） 
② 世代交代により中立命題が成立しなくなることを簡潔に説明しなさい。（5 点） 
③ 世代交代があっても中立命題が成立するのはどのような場合か。簡潔に説明しなさい。（5 点） 
④ ③のような状況でも、中立命題の成立には他にいくつかの条件が必要である。そのうちの１つ

について簡潔に説明しなさい。（10 点） 
 
第 2問 
 法人所得税（法人税）に関する以下の設問に答えなさい。 
① 法人所得税を減税すると企業の経済活動にどのような影響が及ぶと考えられるか。簡潔に

説明しなさい。（10 点） 
② 日本の法人税率が海外の法人税率よりも高いと、日本企業の海外移転を促進し、国内産業

の空洞化を招くという議論は正しいか。簡潔に説明しなさい。（10 点） 
③ 日本の法人税率が海外の法人税率よりも高いとき、上記②以外の影響は考えられるか。簡

潔に説明しなさい。（5 点） 
 
第 3問 
 課税に関する以下の設問に答えなさい。 
① 消費税の負担はすべて消費者に帰着するとは限らない。消費税の負担が消費者に帰着しな

いケースについて図示して説明しなさい。（10 点） 
② 労働所得税の課税によって必ず労働供給が減るとは限らない。課税により労働供給が増え

るケースについて図示して説明しなさい。（5 点） 
③ 支出税とはどのような税か。労働所得税との違いが分かるように簡潔に説明しなさい。（5

点） 
④ 労働所得税を廃止して支出税を導入すると、経済活動にどのような影響があると考えられ

るか。最も重要と考える影響を 1 つ選んで簡潔に説明しなさい。（5 点） 
 
第 4問 
 以下の用語について、2 つのちがいを強調して簡潔に説明しなさい。 
① 直接税と間接税（5 点） 
② 積立方式と賦課方式（10 点） 
③ 応能原則と応益原則（10 点） 
 


